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第 3 章では， レーザ発振器と増幅器およびグレーティング結合器をモノリシック集積化した高出力半導体レーザに
ついて検討している。モノリシック集積化に適した半導体レーザ発振器として，曲線表面グレーティングを用いた分































ザであり，集積化レーザ全体を 1 回の結晶成長で作製できる特徴がある o
(7) 光パワー増幅器の理論シミュレーション手法を確立し，最適設計を行うとともに，出力パワーや出力波面など
の理論特性を明らかにしている o また増幅器内で生じる収差をグレーテイング結合器で補正できることを明ら
かにしている。
(8) 集積化高出力半導体レーザを実際に作製して特性評価の実験を行い，連続動作で高パワーの平行ビーム出力が
得られることを実証している o またグレーティング結合器の収差補正機能を実験的に確認している。
以上のように，本論文の研究は， グレーテイング素子と量子井戸レーザを用いたいくつかの具体的な光集積デバイ
ス構成を提案し，その設計法と作製のための要素技術を確立し，集積デバイスの実現可能性を実証したものである。
モノリシック光集積デバイスに関して多くの有用な知見を得ており，集積光電子工学に寄与するところが大きし、よっ
て，本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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